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大規模修繕や設備更新を中心とした取組であり、特別な技術を必要としない。築古物件を保有する多くのJリートで導入可能な再

現性の高い施策である。

建替えではなく長寿命化を選択し、環境性能向上・利便性向上・収益性向上を一体的に実現している点が特徴。複数の小規模

施策を統合して価値向上につなげている。

修繕計画や設備更新計画と連動して実施できるため、特別な運用体制を必要としない。中長期の資産運用方針として継続的に

展開しやすい取組である。

物件の長寿命化や競争力向上に加え、DBJ Green Building認証の取得やグリーン適格資産化を実現。環境価値と収益性向

上の両立につながる成果が確認されている。

築31年が経過した住宅において、大規模修繕工事実施（外壁タイル補修、シーリング打替え、外壁等塗装、共用廊下の床貼替）、節水型水栓の採用による環境への配慮、館銘

板更新、植栽植替えによる意匠面の向上、宅配ボックス新設や温水便座付トイレ設置による利便性/快適性の向上に取組んだ。

結果、収益性を向上させながら、DBJGB認証で3つ星を取得、今後グリーンファイナンスによる資金調達にも繋がる予定。

1.法人名

トーセイ・リート投資法人

3.タイトル　取組みにタイトルをつけ、ご記載ください。

トーセイ・リートの取得により再生した練馬区の築古住宅

4.取組みの概要　取組みがどのような手法を用いて行われたのかを簡単にご記載ください。

5.取組みのポイント

取組みの普遍性
取組みにおいて他のJリート各社が参考しやすい点があれば

ご記載ください。

取組みのユニーク性
本取組みならではの特徴があればご記載ください。また、本

取組みの新しさ・他との差別化ポイントがあればご記載くださ

い。

取組みの継続性
取組みを継続するための運用・体制面での工夫、無理なく続けら

れる仕組みがあればご記載ください。

取組みの実効性
取組みを行った結果、実績としてどのような成果・効果があっ

たか、実施前後での変化があればご記載ください。また、今

後期待される効果があればご記載ください。


